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ひ

一
、
町
有
建
物
払
下
の
件

朝
日
町
東
草
野
字
砂
田
一
五
二
七
番

地
の
一
に
珪
在

木
造
瓦
葦
平
鹿
建
一
二
棟

昭
和
三
四
年
一
月
二
七
日
第
一
回
朝
日

一

建
坪
三
六
呼

〈
二
戸
建
）

町
議
会
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
た
が
定
員
数

－

払
下
げ
価
格
は
一
戸
五
万
円
以
上

に
満
た
な
い
た
め
、
開
会
時
間
が
予
定
よ
二
、
特
別
会
計
泊
病
院
に
関
す
る
一
時
借

り
六
時
間
程
遅
れ
午
後
四
時
一一

0
分
開
会

一

入
金
に
つ
い
て

（
出
席
議
員
十
七
名
〉
会
期
五
日
間
と
決

一一

、
元
泊
病
院
組
合
に
閣
す
る
財
産
継
承

議
案
審
議
に
入
い
る
。
左
記
原
案
通
め
り
一
の
件

承
認
及
び
可
決
さ
れ
午
後
五
時
五

O
分
第
一
昭
和
三
四
年
一
月
一
一
一
一
日
午
後
二
時
二

－
日
目
終
了
、
一
月
一
一
二
日
午
後
一
時
一
三
五
分
休
会
中
の
第
一
間
臨
時
総
会
再
開
（

O
分
再
開
す
る
こ
と
と
し
散
会
し
た
。
一
出
席
議
員
一
七
名
）
昭
和
一
二
三
年
度
泊
病

議

決

事

項

一院
組
合
第
二
回
追
加
更
正
予
算
承
認
の
件

一を
了
承
、
左
記
の
件
に
つ
い
て
協
議
さ
る

て

専

決

処

分

報

告

承

認

の

件

一

m
専
決
第
一
号
国
民
健
康
保
険
法
の
一
①
小
川
中
学
校
増
改
築
の
件

制
定
に
伴
う
国
民
飽
康
保
険
事
業
の

一①
野
中
財
産
処
分
の
件

応
急
指
置
に
関
す
る
条
例
判
定
の
件

一＠
舟
見
中
学
校
組
合
の
件

悶
専
決
第
－
号
退
職
手
当
債
線
上
償

一

還
に
関
す
る
件

一

k
ι
r』

一
、
都
市
計
画
法
適
用
区
域
の
指
定
方
申
一
歳
末
た
す
け
あ
い

て

一

同

一

…

職

員

定

接

条

例

の

一

部

改

正

一

運

動

に

つ

い

て

の

件

一

昨

年
師
走
押
し
せ
ま
っ
て
朝
日
町
と
朝
日

（
泊
病
院
特
別
会
計
に
属
す
る
聴
員
七
一
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
り
主
唱
に
よ
る
歳

八
人
を
加
え
ら
れ
一
王
二
人
が
二
三

O
一
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
展
開
、
町
民
の
心

人

と

な

る

。

）

』

一か
ら
の
真
心
と
温
い
同
情
に
よ
っ
て
よ
り

て
朝
日
町
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
一
よ
い
成
果
を
得
て
＝
百
有
余
の
受
配
者
も

例
の
二
郎
改
正
の
件

一貧
し
い
な
が
ら
も
、
こ
の
温
い
同
情
に
よ

ハ
泊
病
院
の
組
合
立
が
廃
止
さ
れ
朝
日

一
っ
て
明
る
い
叉
心
温
い
正
月
を
迎
へ
た
こ

町
営
冒
と
な
っ
た
た
め
。
）
一
と
と
思
い
ま
す
。

一
、
昭
和
一
一
一三
年
度
特
別
会
計
泊
病
院
歳
一
尚
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

入

歳

出

予

算

一

〈

民

生

課

）

さあ第 42号(1) （臨急協g)

朝
日
町
福
祉
金
庫

資
金
寄
附
に
つ
い
て

日
常
の
生
活
は
豊
か
で
な
く
目
貧
し
い
暗

い
日
を
送
る
人
達
に
一
時
の
出
費
に
困
る

場
合
に
一
口
一
ニ
、

0
0
0円
三
ヶ
月
間
無

利
子
て
貸
す
制
度
で
昨
年

一
年
中
に
一
一
十

有
余
件
の
利
用
者
を
見
、
尚
本
年
は
増
加

の
見
込
で
あ
り
ま
す
。

尚
昨
年
米
朝
臼
町
南
保
下
坂
雄
昭
氏
よ

り
父
親
の
香
典
返
し
を
止
め
て
朝
日
町
福

祉
金
庫
資
金
に
と
泊
高
校
家
庭
グ
ラ
プ
会

よ
り
貧
し
い
人
達
に
と
多
額
の
答
附
申
出

が
あ
り
、
こ
れ
を
早
速
金
庫
資
金
に
繰
入

さ
し
て
戴
き
お
悶
り
の
方
に
貸
付
致
し
細

い
日
企
送
る
町
民
よ
り
数
多
い
喜
び
の
言

葉
と
役
立
っ
た
条
例
を
聞
か
さ
れ
て
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

こ
の
美
徳
者
下
坂
氏
、
泊
高
校
家
庭
ク

ラ
プ
会
を
広
〈
賞
賛
し
た
い
も
の
し
ι
思
い

ま
す
。

朝
日
町
遺
族
会

新
役
員
決
る

去

一
月
二
十
八
日
朝
日
町
会

民
舘
で
任
鉱
満
了
に
よ
る
朝
日

町
遺
族
会
役
員
の
改
選
を
仔
っ

た
。新

設
員
は
左
の
と
お
り

会
長
更
回
四
佐
ハ
南
保
）

副
会
長
荒
木
太
作
ハ
五
箇
庄
V

M
M

沢
木
啓
次
（
野
中
）

理
事
根
建
栄
次
〈
境
〉

H
H

加
藤
重
作
〈
宮
崎
〉

M
M

竹
内
新
進
（
笹
川
）

H

竹
中
慶
太
郎
（
泊
v

p

西
島
十
右
エ
門
ハ
大
家
庄
v

m
w

鹿
縞
久
－
〈
山
崎
υ

uw

越
間
み
さ
〈
婦
人
部
長
〉

会
計
幹
事
堂
用
秀
雄
ハ
大
家
庄
u

原

動

機

付

自

転

車

の

一

白
三

O
O
o
t至
三
三

O
O

一

免
税
率

標

識

一
斉

切

換

実

施

一

白

O
O
一
t
至
。
五

O

町
税
条
例
一
部
改
正
に
と
も
な
い
原
動
一

四
、
切
換
期
日
は
追
て
通
知
す
る
予
定

機
付
自
転
車
の
標
識
（
十
ン
バ
！
）
を
一
三

で
あ
り
ま
す
が
切
換
洩
れ
な
い
よ
う

月
下
旬
に
朝
日
町

一
斉
に
切
換
を
実
施
す
一

御
留
意
願
い
ま
す
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一

切
換
要
領
は
左
記
の
と
お
り
で
す
c

一
準

軍

人

遺

族

給

付

金

て
楳
識
の
地
の
設
色

一

五
O
C
C
以

下

白

色

一

請

求

に

つ

い

て

五一

c
c
t九
0
C
C

帯
黄
色
一

援
護
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
旧
国
家
総

九

一
c
c
j
）
二
五
C
C

薄
挑

一

左
辺

一動
法
に
よ
る
徴
用
者
、
国
民
義
勇
隊
、
旧

免

税

車

白

色

一

特

別

禾

帰

還

者

等

の

遺

族

に

対

し

遺

族

一

給

二、

標
識
の
文
字
の
藍
色
は
濃
紺
色

二
与
金
が
支
給
さ
る
・ふ
こ
と
に
な
っ
た
の
で

色
と
す
る
。
但
し
免
税
の
原
動
機
付
一
該
当
の
方
は
手
続
を
と
っ
て
下
さ
い
。

自
転
車
は
赤
色
と
す
る
。

一

恩
給
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
＝
、
標
識
番
号
の
区
分

－

現
在
軍
人
の
恩
給
に
つ
い
て
は
経
続
十

五
0
c
c以
下

一
二
年
で
ら
り
ま
し
た
が
改
正
に
よ
旬
娃
続

自
一

O
O
O
J至
一
三
五

O

一
が
間
が
あ
っ
て
も
軍
隊
に
籍
が
あ
る
年
を

五
一

c
c
t九
0
0
0

一
合
計
し
て
十
二
年
と
な
り
ま
し
た
の
で
該

自
二
O
O
O
J至
二
三

O
O

一当
者
は
手
続
を
と
っ
て
下
さ
い
。

九
－

c
c
t
一
二
五
C
C

一

（
民
生
制
限
）
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「
春
休
み
」

！
卒
業
期
を
迎
え
ら
れ
る
皆
棟
｜

楽
し
い
春
休
み
は
家
庭
の
中
に

春
は
野
山
の
花
と
共
に
や
っ
て
来
ま
す

そ
し
て
子
供
た
ち
に
も
楽
し
い
春
休
み
が

来
ま
す
。
北
陸
の
冬
が
長
か
っ
た
だ
け
に

春
は
子
供
た
ち
の
歓
喜
で
あ
り
ま
し
ょ
う

宿
題
も
鉱
験
も
な
い
こ
の
－
と
き
こ
そ
、

親
も
と
れ
に
調
子
を
あ
わ
せ
て
喜
び
に
満

ち
た
家
庭
の
中
で
、
充
分
に
子
供
の
意
慾

を
伸
ば
し
て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

。
こ
の
時
期
は
飲
酒
、
臨
場
俳
個
が
増
え

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
は
と
か
く
生
活

が
乱
れ
が
ち
と
な
り
家
を
外
に
友
人
の
宅

に
治
る
と
か
、
街
の
若
人
と
迎
だ
っ
て
臨

場
を
ぶ
ら
つ
き
廻
る
と
か
し
て
不
良
じ
め

て
き
ま
す
。

昨
年
の＝
一月
の
統
計
を
み
ま
し
て
も

＠
酒
を
飲
む
十
五
人

（
女
一
人
を
含
む
）

＠
煙
車
を
喫
う
十
三
人

＠
マ
1
ヂ
ヤ
ン
や

は
節
度
あ
ろ
生
活
で

ひさあ

パ
チ
ン
コ
に
ふ
け
る

＠
盛
場
そ
う
ろ
つ
く
七
人

＠
家
出
二
人

と
、
一
年
を
通
じ
て
も
高
レ
比
率
の
少

年
が
補
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
節
度
あ
る
生
活
を
し
よ
う

し
か
し
、
こ
の
年
頃
は
生
活
の
変
化
を

好
む
時
期
で
す
か
ら
、
友
人
宅
で
の
外
泊

も
、
と
き
に
は
し
た
く
な
り
ま
す
。
京
方

の
家
庭
で
了
解
の
も
と
に
休
眠
中
た
ま
に

さ
せ
る
の
な
ら
社
交
性
の
崩
養
に
も
な
ら

う
し
、
我
ま
与
の
抑
制
や
、
乱
儀
作
法
等

プ
ラ
ス
に
な
る
面
も
あ
り
ま
す
か
ら
無
下

に
不
良
視
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
こ
れ
が
習
世
づ
い
て
普
通
の
生
活
状

態
に
な
る
と
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

普
か
ら
君
子
を
竹
の
よ
う
に
節
度
が
あ

れ
ば
、
時
に
心
の
緩
み
も
意
に
介
す
る
裂

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
希
望
、
抱
負
を
不
良
化
の
影
に

汚
さ
な
い
よ
う
、
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け

た
い
も
の
で
す
。
ハ
入
善
瞥
察
場
）

八
人

失
業
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

従

業

員

五

来

満

事

業

失
業
保
険
は
抑
制
保
険
者
で
あ
る
労
働
者
一
を
は
じ
め
、
安
定
所
の
窓
口
に
あ
ら
わ
れ

が
失
築
し
た
場
合
に
失
業
保
険
を
支
給
し

一
る
求
職
者
は
、

失
業
保
険
等
の
社
会
保
険

失
業
中
の
生
活
の
安
定
を
図
る
制
度
で
あ
一
に
加
入
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
に
加
入
し
て
労
働
者
は
．

一
り
ま
し
た
。

失
業
中
の
不
安
は
解
消
さ
れ
る
の
で
、
明
一

今
回
、
失
業
保
険
法
の
一
部
改
正
が
行

る
い
気
持
で
就
業
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

一
わ
れ
、

従
業
員
五
人
末
比
例
の
事
業
主
の
た

事
業
主
に
と
っ
て
も
、
労
働
者
が
矢
諜

一
め
に
、

事
務
の
簡
素
化
を
図
る
と
と
も
に

時
の
不
安
を
応
ず
る
事
な
く
就
業
で
き
る

一事
業
主
の
方
々
が
失
業
保
険
事
務
に
忙
殺

よ
う
に
配
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た

一さ
れ
な
い
で
す
む
よ
う
に
事
業
主
に
代
つ

労
働
者
が
失
業
保
険
に
加
入
し
て
明
る
い

一
て
失
業
保
険
事
務
を
代
行
す
る
失
業
保
険

気
持
で
就
業
す
る
事
は
、
労
働
の
能
率
を

一事
務
組
合
の
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

挙
げ
る
こ
と
に
も
な
り
、
事
菜
主
の
利
益
一
ま
な
改
正
点
を
簡
単
に
述
べ
る
と
次
の
通

に
も
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
り
で
す
。

最
近
‘
集
団
草
地
め
新
規
学
校
卒
業
者
一
て
失
業
保
険
及
び
失
業
保
険
金
の
抑
制
の

人

第 42号（附
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の

王

の

方
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算
定
謡
礎
と
し
て
特
定
賃
金
一

額
の
制
度

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

失
業
保
険
料
と
失
業
保
険
金
の
欄
は
、

郁
栄
主
が
労
働
者
に
支
拡
う
賃
金
の
総
頼

に
基
い
て
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
従
業
員
五

人
米
満
の
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
そ
の
申

諮
に
よ
っ
て
、
各
被
保
険
者
ご
と
に
、
過

去
一
ハ
ケ
月
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
総
額
に
よ

り
算
出
し
た
平
均
月
額
を
も
っ
て
特
定
賃

金
月
額
を
決
定
し
、
そ
の
後

一
年
間
は
、

こ
の
特
定
賃
金
月
額
を
基
礎
と
し
て
、
算

出
し
た
一
定
額
の
保
険
料
を
納
付
す
る
と

い
う
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

ハ
特
定
賃
金
月
額
は
毎
年
一

回

一
定
時

期
に
あ
ら
た
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
〉

被
保
険
者
が
離
職
し
た
場
合
の
保
険
金

の
算
・
足
も
同
様
こ
の
特
定
賃
金
月
額
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

特
定
賃
金
月
額
の
決
定
を
受
け
て
い
る

事
祭
主
が
労
働
者
を
新
た
に
庖
用
し
た
と

舎
は
、
公
共
職
業
安
定
所
が
密
保
険
者
資

絡
取
得
の
確
認
を
す
る
際
に
、
特
定
賃
金

月
棋
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
事
務
、
離
職
証
明
書
の
作

成
事
務
が
非
常
に
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
保
険
料
の
納
期
を
＝
一
ヶ
月
に
一

回
に

す
る
特
例
の
途
が
開
か
れ
ま
し
た
。

保
険
料
は
毎
月
分
を
翌
月
末
ま
で
に
納

付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
従
業

員
五
人
未
満
の
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
政

附
の
承
認
を
う
け
て
、
三
ヶ
月
毎
に
平
四

凶
（
一
月
、
七
月
及
び
十
一
月
の
各
月
の
末

凶
ま
で
）一一一ヶ
月
の
保
険
料
ま
と
め
て
納

付
す
る
特
例
以
扱
の
途
が
聞
か
れ
ま
し
た

三
、
部
業
主
の
比
八
柴
保
険
事
務
を
代
行
す

乙
凶
体
H
H
U

失
業
保
険
事
務
組
合
の
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
小
規
模
の
製
薬
、
主

に
は
、
失
業
保
険
の
事
務
を
自
分
で
処
理

す
る
こ
と
が
闘
鄭
な
方
が
多
い
と
忠
わ
れ

ま
す
の
で
、
失
禁
保
険
事
務
組
合
の
制
皮

が
設
け
ら
れ
、

事
業
主
の
事
務
を
こ
の
組

合
が
代
っ
て
処
理
す
る
事
が
で
き
る
事
に

な
り
ま
し
た
ο
す
な
わ
ち
品
目
績
が
加
盟
し

て
い
る
事
業
協
同
組
合
等
の
事
業
主
の
団

体
が
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
う
け
る
と

失
業
保
険
事
務
組
合
と
し
て
、
そ
の
団
体

に
加
盟
し
て
い
る
十
五
人
以
下
の
労
働
者

を
鹿
用
す
る
事
業
主
の
た
め
に
、
失
業
保

険
事
務
の
－
一
切
を
処
理
す
る
事
が
出
来
ま

す
。
労
働
省
で
は
各
都
道
府
県
、
公
共
職

業
安
定
所
を
通
じ
て
皆
様
事
業
主
の
加
盟

し
て
い
る
事
業
協
同
組
合
等
の
事
業
主
の

団
体
に
対
し
て
、
失
業
保
険
事
務
組
合
の

業
務
を
行
う
よ
う
お
す
L
め
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
も
こ
の
趣
旨
を
御
理
解
の

上
、
加
盟
し
て
い
る
事
業
協
同
組
合
等
の

事
業
主
の
団
体
に
お
い
て
こ
の
失
業
保
険

事
務
組
合
の
問
題
を
と
り
為
げ
、
十
分
に

検
討
し
て
い
た
Y
く
事
を
お
願
い
し
ず
。

な
ほ
、
商
工
会
等
が
団
体
と
し
て
失
業

保
険
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
出
来

ま
す
の
で
、

今
回
朝
日
町
当
局
の
、
御
協

力
に
よ
り
、
二
月
二
十
五
日
設
立
を
見
ま

し
て
商
工
会
で
、
事
務
取
扱
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
未
加
入
者
、
加
入

希
望
英
の
た
の
点
で
御
不
審
の
節
は
御
気

軽
に
当
会
に
問
合
せ
下
さ
い
。

朝
日
町
商
工
連
合
会

所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
に
つ
い
て

昭
和
三
十
三
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日

ま
で
の
期
間
で
す
。

期
限
が
迫
っ
て
か
ら
で
す
と
混
雑
し
、

十
分
な
説
明
も
で
き
ま
せ
ん
か
ら
卒
闘
に

す
ま
さ
せ
て
下
さ
い
。

申
告
期
間
中
は
、
左
記
目
程
に
よ
り
納

税
相
談
所
を
設
け
、
申
告
と
納
税
に
つ
い

て
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
精
A

ご
利
用
下
さ
い
。

記

一、

場
所
泊
公
民
舘

一、

期
日

二
月
二
十
七
日

t
一
一
一
月
七
日

三
月
十
一
日

t
一
一
一
月
十
四
日

＠
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

一
、
事
業
所
得
者
な
ど
一
般
の
人
の
場
合

三
十
三
年
中
の
各
組
の
所
得
ハ
利
子

所
得
【
予
貯
金
の
利
子
】
は
除
き
ま
す

）
の
合
計
額
か
ら
扶
饗
控
除
額
（
一
人

目
五

O
、

0
0
0円
、
二
人

t
三
人
目

各
二
五
、

0
00
円
、
四
人
目
以
下
各

一五、

0
0
0円
〉
を
差
引
い
た
残
り

の
金
額
が
基
礎
控
除
額
〈
九
O
、
。
。

O
円
）
よ
り
多
い
と
き

ニ
、
給
与
所
得
者
の
場
合
、
次
に
掲
げ
る

人
は
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
一
ケ
所
よ
り
給
与
を
受
け
て
い
る
人

で
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
（
退
職

所
得
と
利
子
所
得
は
除
き
ま
す
）
が

五
O
、
0
0
0円
以
上
あ
る
人

①
二
ケ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受

【3
聞
に
つ
ど
く
】

M
も
f
h
u

，EI
p
a
、dPR
可ぽも’弘、
d

tm
9

、mush
、N
EE

d

、JF

、
d
g
u

、nH
、hグ
る
引
が

職
員
レ
ク
リ
ヱ
シ
ヨ
ン

朝
日
町
職
員
組
合
で
は
、
去
る
二
月
十

四
日
午
後
一
時
よ
り
麻
催
、
碁
、
卓
球
、

茶
の
減
、
清
談
会
、
映
画
会
と
六
種
目
に

分
け
て
、
各
人
一
種
目
宛
を
選
定
、
思
い

／
＼
会
場
に
参
加
し
盛
大
に
慰
安
の
ひ
と

と
き
を
送
っ
た
。



一長
官
願
い
そ
の
不
良
化
防
止
に
自
主
的
に
一続
出
会
珠
算
練
習
会
よ
も
ぎ
刈
り
習
字
図

一
〈
中
学
校
）
が
世
話
役
で

け
て
い
る
人

一た
ち
あ
が
り
、
計
突
な
実
践
を
続
け
て
い

4

工
グ
ラ
ブ
な
ど
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

一

①
こ
ど
も
に
つ
い
て
の
正
し
い
愛
情
と

三
、
そ
の
他
山
林
所
得
、
混
戦
所
得
、
変
一る
赤
川
抱
蹴
ク
ラ
プ
、
町
市
保
時
親
ク
ラ

効

県
と
し
て

．

知
識
を
も
っ
。

一
畑
山
漏
出
畑
中
山
一プ村
山
町
山
れ
れ
引

1

一
一
昭
一
…
日
…
J
H
M
M問
問
山
知
…
山
一
一

務
暑
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

一赤
川
は
尚
一村
部
一
吟
戸川
弘
一
戸一六
戸
人
l

落
ぐ
る
み
の
背
少
削
柑
れ
の
効
果
が

一

も
に
対
す
る
考
え
方
宏
正
し
く
改
め

な
お
、
申
告
書
の
記
載
方
法
な
ど
に
つ

一約
六
五

O
人
、
日ノ
－
Z
6訟
t
小
川
子
校

一
一

あ
が
っ
て
？
E

一

健
康
で
明
る
い
部
落
の
建
設
に
っ
と

い
て
ど
不
審
の
あ
る
方
は
、
最
寄
の
役
功
一
一

5
人
間
学
校
7
一
六
人
の
大
部
ー
で
お
る

一部
一
絡
が
大
人
も
し
U
も
も
一
丸
と
な
っ
て

一

め
る
。

叉
は
納
説
相
談
所
に
お
問
い
合
せ
下
さ
し
一昭
和
二
－
九
え
の
P

T

A

7
言

明

一
、
3
〈
の
守
勤
ハ
で
き
る
よ
う
こ
と

一
を
ス
ロ
l
ガ

γ
に
毎
月

一
日
十
五
日
定
例

期
限
ま
で
に
誠
実
な
申
告
と
納
税
を
し

一次
、
長
谷
川
正
・
男
、

佐
渡
圧
市
民
等
が
相
一
仙
川

h

f

t

一会
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
信
頼
さ
れ
る

友
い
場
合
に
は
、

余
分
な
加
算
税
利
子
税

↑は
か
り
赤
川
肝
心
室
F

一フ
ブ
を
結
成
し
た
。

一

一

な
ど
が
課
さ
れ
ま
ず
か
ら
必
ず
三
月
十
六

一動
機
は

一一

町

南

保

母

親

ク

ラ

フ

一同
一
一
駐
日

説
明
一
一
一
一
一
行
泣

日
ま
で
に
申
告
と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

一①
夜
あ
そ
び
の
惑
習
が
び
ど
か
っ
た
。

一

町
南
保
は
戸
数
三
＝
戸
人
口

一
五
O
人

一話
合
い
、
母
子
レ
グ
ザ
エ
1

シ
ヨ
ン
映
画

3
1
3
1
1
i
i
i
j
t
3f
；t
f
f
一①
た
ま
／
＼
海
水
浴
叩
こ
ど
も
が
溺
死
し
の
純
山
崎
町
凶
器
、
小
中
学
生
あ
わ
せ
て
約
四

一
会
な
ど
を
実
践
し
て
い
る
。
経
費
は
毎
月

た。

O
人
、
昭
和
三
十
三
平
一
月
こ
ど
も
に
つ
十
日
と
し
宇
手
は
特
に
納
豆
う
り
キ
ヤ
ン

児

童

ク

ラ

ブ

と

$
州
院
し
が
行
わ
れ
浜
で
た
き
火
し
て
お

レ
て
の
悩
み
と
務
引
を
胸
に
富
山
さ
ん
字

－デ
1
売
り
制
し
て
資
金
を
知
め
母
子
ハ
イ

母

親

ク

ラ

ブ

ωれ
一
…
日
～
て
食
べ
て
レ
た
u

川
口
れ
け
い
叩
仙
川
…
約
一
昨
釘

w一一一一
一一

uuυ
…
一
一
…
れ
れ

M
rい
い
は
いい…一一
一
例

品川
近
青
少
年
の
健
か
な
育
成
と
一
小
品
化
防

こ
の
よ
う
な
泊
群
島
正
部
桜
ぐ
る
み
で
無
く
か
ら
く
ず
れ
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
に
つ
れ
て
家
胞
は
勿
論
部
務
院
境
も
明
る

止
が
社
会
開
凶
と
し
て
大
き
く
と
り
あ
げ
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
部
活
の
人
4

の

こ

ど
も
の
飽
か
な
成
長
と
朋
る
い
家
庭
を
く
前
進
し
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

ら
れ
て
い
る
。
わ
が
制
日
町
で
も
各
学
校
二
山
論
と
な
っ
て
川
市

2
ソ
ブ
の
縫
生
を
弘
め
ざ
す
似
組
の
も
り
あ
が
り
と
地
味
な
ね
町
南
保
母
親
グ
ラ
プ
｜
｜
そ
れ
は
こ
ど
も

を
は
じ
め
社
会
教
育
問
体
、
地
以
間
体
等
－た
こ
ど
も
中
心
に
部
落
ぐ
る
み
の
明
る
い
ば
り
強
い
活
動
に
よ
り
現
在
は
会
員
数
一

一を
幸
福
に
し
た
い
と
い
う
母
親
の
願
い
の

で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
真
剣
な
対
策
が
鵠
一
事
業
が
計
画
さ
れ
月
一

凶
の
児
市
会
を
は

一
八
人
字
国
の
い
さ
ん
商
岡
ト

ヨ
子
さ
ん

〈
一
上
に
が
っ
ち
り
と
組
ま
れ
た
心
の
連
鎖
で

ぜ
ら
れ
て
い
る
。
青
少
年
の
割
ま
し
い
成

一じ
め
駅
写
会
サ
イ
ク
リ
ン
グ
親
子
運
動
会

一小
学
校
）
字
問
あ
や
さ
ん
谷
口
み
さ
さ
ん

一
あ
り
限
り
な
い
大
き
な
力
を
生
み
出
す
で

噛

ぷ幽
寄

与

あ

ろ

う

。
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写

真
上
；
・
親
子
運
動
会
（
八
月
）

中
：
・
よ
も
ぎ
刈
り
（
六
月
）

下
：
・母
摂
ク

ラ
プ
〈
世
論
箱

を
ひ
ら
い
て
話
し
あ
う
）

朝
日
町
森
林
組
合
の

合
併
に
つ
い
て

昭
和
二
十
六
年
八
月
森
林
法
の
改

正
に
依
り
森
林
組
合
は
協
同
組
合
と

し
て
組
織
が
変
民
に
な
り
現
在
ま
で

各
地
区
毎
に
森
林
組
合
が
運
営
さ
れ

て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後

の
森
林
組
合
運
営
不
振
よ
り
昭
和
三

E
十
二
年
十
月
全
国
森
称
組
合
連
合
会

に
於
て
森
林
組
合
振
興
対
策
要
綱
が
作
成

さ
れ
、
又
昨
年
一

月
県
林
務
牒
に
お
い
て

富
山
県
森
林
組
合
娯
興
三
ヶ
年
計
闘
が
樹

立
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
制
日

町
林
業
改
良
協
議
会
が
主
体
と
な
り
廿
内

五
ツ
の
森
林
組
合

（
山
崎
、
蛭
谷
、
南
保

宮
崎
、
鹿
〉
が
合
併
し
統
一

し
た
指
部
体

制
の
下
組
合
理
念
の
轍
底
を
閲
り
組
合
員

の
林
業
経
営
を
改
善
し
、
そ
の
経
済
性
を

高
め
、

協
同
組
合
と
し
て
の
自
立
体
制
を

確
立
す
る
と
共
に
関
係
接
関
の
協
力
を
得

て
組
合
員
と
の
連
繋
を
強
化
し
山
村
振
興

に
寄
与
し
よ
う
と
言
う
基
本
方
針
を
き
め

昨
年
末
よ
り
会
合
に
会
合
を
重
ね
去
ゐ
十

一
一
日
各
組
合
よ
り
代
表
理
事
五
名
宛
が
朝

日
町
役
場
に
参
集
第
一
間
合
併
予
備
協
時
献

金
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

m
m二
回
合
併
説y
附
協
議
会
が
二
十
日

に
附
他
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す

の
で
そ
の
結
果
を
来
月
の
「
あ
さ
ひ
」
に

蛍
蹴
し
た
い
と
思
っ
て
駿
り
ま
す
の
で
各

組
合
口
の
御
協
力
を
賜
わ
り
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
（
産
業
線
）

地
滑
り
発
生
キ
裂
に

お
の
の
く
部
落
民

由
民
石
谷
で
去
る
二
月
二
日
地
と
り
が
発

生
納
屋
一
棟
到
壊
し
各
地
で
地
割
れ
が
発

生
民
家
の
玄
関
、
床
下
、
基
礎
な
ど
も
キ

裂
し
部
落
戸
数
十
六
戸
の
う
ち
五
戸
が
危

険
に
さ
p

守
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
対
策
と
し

て
役
槻
産
業
棋
で
は
即
時
県
に
陳
情
係
官

の
現
地
見
分
を
依
頼
去
る
九
日
と
十
九
日

に
現
地
調
査
も
終
り
雪
解
け
を
待
ち
段
林

省
の
融
釘
災
密
資
定
を
受
け
事
業
執
行
に

ほ
ん
走
中
で
あ
る
。

尚
鎖
解
け
と
共
に
災
留
の
ぞ
く
発
を
脳

念
し
泊
瞥
察
署
及
び
南
保
駐
在
所
と
の
連

絡
を
取
り
災
告
時
の
避
難
措
置
い
も
講
じ
ら

れ
て
い
る
。

唱

l
n
U咽
l



(4) 

患
い
と
言
っ
て
も
、
罰
当
り
の
良
い
土

手
で
は
、
蕗
の
と
う
が
突
い
出
し
、
梅
の

習
も
ポ
タ
グ
リ
し
て
来
た
。
自
然
の
営
み

は
休
む
こ
と
な
く
春
に
向
っ
て
続
け
ら
れ

て
い
る
。
主
年
続
き
の
豊
作
を
胸
に
皆
さ

ん
の
今
年
の
経
営
設
計
も
も
う
出
来
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
撃
い
／
＼
と
い
っ
て
い
る

う
ち
に
南
風
一
陣
た
ち
ま
ち
春
の
訪
れ
で

す
。
新
し
い
我
が
家
の
経
営
計
画
を
今
の

中
に
。
時
代
は
機
械
化
設
業
だ
、
考
へ

る

農
業
だ
。
本
当
に
農
に
生
き
る
な
ら
ば
水

稲
単
作
か
ら
競
菜
と
資
産
欣
入
を
ど
の
よ

ιー
に
取
の
入
れ
る
か
で
あ
ろ
う
。
個
々
の

農
家
が
も
っ
と
真
銅
に
考
へ
て
み
よ
う
。

マ
水
稲
作
は
と
れ
で
良
い
か

昨
年
の
倒
伏
と
減
牧
の
原
因
を
考
へ
て
み

ま
し
ょ
う
。
七
月
の
青
田
の
出
来
過
ぎ
、

根
ぐ
さ
れ
、
そ
ン
ガ
レ
病
の
発
生
と
降
雨

天
で
す
。
元
肥
、
多
肥
、
中
間
追
肥
の
適

矧
は
づ
れ
と
置
の
多
過
ぎ
、
田
干
の
木
微
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良
い
堆
肥
を
作
り
た
い
も
の
で
す
。

マ
野
菜
の
ピ

z
l
ル
栽
培

泊
の
野
繋
の
消
費
は
殆
ど
他
町
村
よ
り
購

入
で
す
、
朝
日
町
農
探
の
方
4

で
他
町
村

に
負
け
な
い
良
い
野
菜
を
作
っ
て
朝
日
町

の
自
給
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に

は
、
出
荷
販
売
機
関
の
設
置
と
計
一
倒
生
産

が
必
療
で
し
ょ
う
、
農
家
自
体
が
技
術
研

究
が
必
授
か
と
存
じ
ま
す
。

凶
爪
、
同
爪
、
ト
マ
ト
、
胡
爪
、
茄
子

ピ
ー
マ
ン
、
白
菜
、
ヵ
γ
ラ
ン
、
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
の
品
種
が
あ
り
ま
す
が
、
先
ず

早
期
省
内
菌
、
ビ
ニ
ー
ル
、
電
熱
利
用
に
よ

る
早
出
し
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

普
通
栽
培
で
は
、
絶
体
高
値
で
売
れ
な
い

で
し
ょ
う
。

ト
マ
ト
、
胡
爪
を
ビ
ニ
ー
ル

ト
ン
ネ
ル
裁
縫
す
れ
ば
二
十
日
位
牧
獲
が

早
〈
な
り
、
そ
の
上
成
育
湖
聞
が
長
く
な

る
の
で
一
般
栽
培
よ
り
は
る
か
に
多
般
に

な
り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
は
、
ピ
エ
ー
ル

ハ
ウ
ス
作
り
を
考
へ
て
下

身

C

、。
マ

特

臨
品
を
考
へ
出
そ

さあ
底
、
ニ
化
蝦
虫
、
ウ
ン
カ
秘
首
イ
モ
チ
の

防
除
不
徹
低
を
挙
げ
た
い
。
本
年
こ
そ
古

田
作
り
、
良
い
回収
ず
く
り
、
米
作
の
技
術

方
法
も
考
え
た
い
も
の
で
す
。

今
年
こ
そ
は
、
面
積
測
量
L
、
施
肥
量

を
記
録
し
青
田
の
調
査
を
行
い
取
量
を
按

術
的
に
検
討
し
た
い
も
の
で
す
。

マ
藁
の
堆
肥
は
今
の
中
に

泰
に
な
っ
て
か
ら
で
は
お
そ
い
、
生
藁
は

イ
モ
チ
、

根
腐
れ
発
生
の
基
で
す
か
ら
、

昨
年
の
内
に
積
肥
と
す
る
の
が
良
質
堆
肥

と
な
り
地
力
増
進
こ
そ
増
収
の
基
本
で
す

昨
年
日
本

一
の
米
作
り
は
、
長
野
県
の
北

原
昇
氏
の
六
石
八
斗
ニ
升
で
す
。

地
肥
を
一

o
o
o
j宛
七
ヶ
年
旋
同
し

て
、
地
力
に
主
体
を
お
き
、
化
学
肥
料
は

附
近
世
家
の
旋
肥
企
よ
り
多
く
な
い
の
で

す。

多
肥
に
よ
り
期
牧
は
不
可
能
で
地
力

増
進
に
よ
り
期
牧
が
可
能
な
の
で
す
か
ら

今
の
中
に
全
部
の
麗
を
積
ん
で
腐
熱
し
た
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明
日
町
で
何
か
特
産
物
々
生
産
し
た
い
も

の
だ
と
み
ん
な
で
考
え
て
レ
ま
す
が
、
良

い
物
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
卵
、
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ
、
サ
フ
ラ
ン
、
蕗
、
柿
は
ど

う
だ
ろ
う
か
と
話
あ
っ
て
い
ま
す
。

農
家

の
皆
さ
ん
、
大
い
に
栽
培
面
積
の
拡
強
、

五
十
羽
養
鶏
を
考
へ
て
下
さ
い
。

本
年
は
先
す
柿
の
口
同
種
統
一
の
た
め
、
三

月
柿
の
接
木
．
東
新
、
平
核
無
し
、
一
－
一
社
を

接
木
し
て
、
さ
わ
し
柿
、
つ
る
し
白
柿
の

特
産
地
し
た
い
の
で
接
木
希
望
を
各
畿
協

へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。

朝
日
町
農
業
セ
ン
タ
ー
行
事

て
県
施
行
跡

て
削
日
地
区
研
究
史
観
発
表
大
会
を
一

月
二
十
日
午
前
九
時
よ
り
朝
日
地
区
民

協
背
年
部
拾
に
朝
日
地
区
四
百
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
の
共
催
で
開
催
聴
衆
に
多

大
の
感
銘
を
与
へ
た
。

尚
受
賞
者
は
次
の
通
り

四
H
ク
ラ
ブ
の
部

秀

賞

水

稲
に
対
す
る
室
掃
の
施
用
時
期

別
試
験
に
つ
い
て

泊
四
H
グ

ラ

ブ

島

端

勉

優
賞
山
崎
四
日
ク
ラ
ブ

名

越

捻

良
M
M

五
箇
庄
四
日
夕
ラ
プ
河
村
光
夫

M
M

南
保
四
H
グ
ラ
ブ

松
下
源
次

長
協
青
年
部
の
部

秀
賞
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ヲ
ス
跡
の
水

稲
栽
培
研
究
に
つ
い
て

泊

青

年

部

笹

川

茂

優

賞

山

崎

H

大
倉
幸
二

良

賞

南

保

H
H

吉
田
彦
市

M
H

五
箇
庄
M
M

西
国
鉄
夫

筒
席
上
優
良
四
日
グ
ラ
プ
員
及
優
良
四

日
夕

ラ
ブ
と
し
て
町
長
よ
り
左
記
の
表
彰

が
行
は
れ
た
。

優

良

四

日
ク
ラ
プ
民

税

尼

臨

一

d
H

四
日
ク
ラ
ブ
泊
四
日
グ
ラ
ブ

－
一
、
一
月
二
十
三
日
午
後
一
時
よ
り
研
究

熱
心
後
家
＝
一
十
余
名
が
採
り
制
日
町
米

作
増
枚
研
究
会
・
を
結
成
し
之
が
第
一

四

月
例
会
を
二
月
十
一

日
開
き
増
牧
研
究

田
を
各
自
が
作
り
基
本
的
な
米
作
り
を

研
究
す
る
こ
と
を
・
印
合
せ
た
。

向
会
長
は
吉
田
彦
市
氏
で
一
般
農
家
の

多
数
加
入
を
希
望
し
て
ゐ
る
。

二
、
予
定
行
事

一
．
二
月
十
三
日
午
后
一
時
よ
り
元
福
井

県
政
拭
場
長
三
代
健
三
氏
の
電
熱
に

よ
る
育
商
法
の
蹄
話
会
を
開
催
す
る

こ
、
二
月
十
七
日
午
后
一
時
よ
り
朝
日
地

区
内
出
業
技
術
者
協
臓
会
を
閥
他
し
刺

一

日
町
民
築
改
良
置
い
以
事
項
に
つ
い
て

協
議
す
る
。

一
二
、
二
月
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
朝
日
町

虫
阿
産
振
興
会
が
主
惜
し
県
畜
態
調
長

代
理
鉾
弁
伝
一
氏
を
招
い
て
聾
豚
講

話
実
演
会
も
開
〈
。

回、

三
月
十
九
日
午
店

一
時
よ
り
県
農
産

諌
山
口
技
師
を
招
い
て
水
稲
の
生
理

と
診
断
に
つ
い
て
の
講
話
会
を
聞
く

新
ら
し

い
団
旗

境
校
下
青
年
団

熱
と
意
気
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
問
蹴

は
青
年
団
活
動
と
し
て
是
非
と
も
必
要
で

あ
る
と
い
う
の
で
、
こ
の
ほ
ど
境
校
下
青

年
団
で
は
団
員
各
自
の
拠
金
に
よ
っ
て
立

派
な
回
旗
が
新
調
さ
れ
た
。

国
旗
の
も
と
青
年
間
活
動
を
ご
願
お
し

進
め
よ
う
と
団
員
は
張
り
き
っ
て
い
る
。

写
其
H
箆
校
下
青
年
団
陸

新

案

刊

内

人
と
つ
き
合
う
法

朝
日
町
立
図
書
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河
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好
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